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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

回次 
第80期 

第１四半期 
累計(会計)期間

第79期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
６月30日 

自平成19年 
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（千円） 5,914,125 29,190,975 

経常利益（千円） 939,087 5,079,900 

四半期（当期）純利益（千円） 433,536 2,243,222 

持分法を適用した場合の投資利益

（千円） 
－ － 

資本金（千円） 4,150,000 4,150,000 

発行済株式総数（千株） 32,732 32,732 

純資産額（千円） 40,350,448 39,996,063 

総資産額（千円） 59,799,524 58,402,864 

１株当たり純資産額（円） 1,241.48 1,230.35 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
13.34 68.97 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － 

１株当たり配当額（円） － 30.0 

自己資本比率（％） 67.5 68.5 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
948,119 1,072,364 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△1,308,756 △8,690,246 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
744,287 4,342,704 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
454,626 70,607 

従業員数（人） 439 440 
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２【事業の内容】 

 当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

 当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であります。 

平成20年６月30日現在

従業員数（人）   439 
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第１四半期会計期間における生産実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記金額は、総製造費用に基づいております。 

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 当第１四半期会計期間における受注状況を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記金額は、販売価額で表示しております。 

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 当第１四半期会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記金額は、販売価額で表示しております。 

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

区分 金額（千円） 前年同期比（％） 

熱交換器 4,063,921 － 

生活産業機器 1,457,342 － 

バルブ 777,398 － 

合計 6,298,662 － 

区分 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％） 

熱交換器 6,219,909 － 24,550,045 － 

生活産業機器 2,076,251 － 4,028,986 － 

バルブ 976,241 － 923,084 － 

合計 9,272,402 － 29,502,116 － 

区分 金額（千円） 前年同期比（％） 

熱交換器 3,902,833 － 

生活産業機器 1,231,906 － 

バルブ 779,385 － 

合計 5,914,125 － 
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３．当第１四半期会計期間の輸出販売高及び輸出割合は、次のとおりであります。 

４．主な輸出先及び輸出販売高に対する割合は次のとおりであります。 

５．総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。 

当第１会計期間会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

輸出販売高（千円） 輸出割合（％） 

959,161 16.2 

輸 出 先 当第１四半期会計期間 

アジア 77.9 ％ 

中東 7.2 

ヨーロッパ 6.1 

北米 5.7 

中南米 0.9 

アフリカ 2.2 

オセアニア － 

合計 100.0 
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２【経営上の重要な契約等】 

 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

(1）業績の状況 

 当第１四半期会計期間における我が国経済は、原油価格や原材料の高騰によるインフレ懸念、米国におけ

るサブプライムローン問題を背景とした金融不安に回復の兆しが見えないなど、予断を許さない状況にあり

ます。 

 このような経済環境の中、当第１四半期会計期間における当社の業績は、引き続き熱交換器部門の好調さ

に牽引され、概ね計画通りでの推移となりました。ただ、生活産業機器部門の食品関連は前期から投資意欲

が戻り基調となっていたものの、原材料の高騰や冷凍餃子問題などで投資意欲が削がれる形となり、未だ当

部門の業績回復には至っておりません。 

 以上の結果、当第１四半期会計期間の業績は、受注高9,272百万円、売上高5,914百万円、営業利益781百

万円、経常利益939百万円、四半期純利益433百万円となりました。 

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税引前四半期純利益

や売上債権の減少、短期借入金の増加等の収入が、たな卸資産の増加や法人税等の支払、固定資産の取得

等による支出を上回り、前事業年度末に比べ384百万円増加し、当第１四半期会計期間末では454百万円と

なりました。 

  当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、当第１四半期会計期間において得られた資金は948百万円となりました。これは主に

仕掛品等のたな卸資産の増加や法人税等の支払等による支出があったものの、税引前四半期純利益や売上

債権の減少等による収入があったことによるものです。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、当第１四半期会計期間において支出した資金は1,308百万円となりました。これは主

に鴻池事業所における固定資産取得の支出によるものです。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、当第１四半期会計期間において得られた資金は744百万円となりました。これは主に

短期借入金の増加によるものです。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 なお、当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体との関係遮断に取り組み、

社会的勢力からの不当な要求に対しては毅然とした態度で対応することを基本方針としております。 

 反社会的勢力排除に向けた当社における取り組みとしては、警察当局、企業防衛協議会、東警察署管内

企業防衛対策協議会、防衛懇話会、東区防犯協会、特殊暴力防止対策連合会との関係機関と連携し、反社

会的勢力の情報及び動向を収集する体制を構築するとともに、社内外での諸研修等を通じて、反社会的勢

力への対応についての教育、研修を実施することとしております。 

(4）研究開発活動 

 当第１四半期会計期間においては受託研究活動が中心であり、「研究開発費に係る会計基準」に定める

研究開発にあたるものはありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中でありました鴻池事業所における事務所棟改築、外構工

事、熱交換器工場棟は、平成20年５月に全て完了しております。 

 また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 129,020,000 

計 129,020,000 

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年８月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 32,732,800 32,732,800 
東京証券取引所 
大阪証券取引所 
各市場第一部 

－ 

計 32,732,800 32,732,800 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年４月１日～
平成20年６月30日  

－ 32,732,800 － 4,150,000 － 5,432,770 

 当第１四半期会計期間において、スティールパートナーズジャパンストラテジックファンドオフショアエルピ

ーから平成20年４月22日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年４月22日現在で1,225千株を保有して

いる旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認

ができません。 

 なお、スティールパートナーズジャパンストラテジックファンドオフショアエルピーの大量保有報告書の写し

の内容は以下のとおりであります。 

大量保有者                 スティールパートナーズジャパンストラテジックファン

                                            ドオフショアエルピー 

住所                    東京都中央区日本橋３丁目11－１ 

保有株券等の数               株式 1,225,000株 

株券等保有割合               3.74％ 

2008/08/14 16:54:12株式会社日阪製作所/四半期報告書/2008-06-30



（６）【議決権の状況】 

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。  

①【発行済株式】 

 （注） 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株が含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれておりま

す。 

②【自己株式等】 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   224,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  32,111,000 32,111 － 

単元未満株式 普通株式    397,800 － － 

発行済株式総数 32,732,800 － － 

総株主の議決権 － 32,111 － 

平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

株式会社日阪製作所 
大阪市中央区伏見町

４丁目２－14 
224,000 － 224,000 0.68 

計 － 224,000 － 224,000 0.68 

月別 平成20年４月 ５月 ６月 

最高（円） 1,771 1,990 2,500 

最低（円） 1,487 1,560 1,973 
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第５【経理の状況】 

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。 

 なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から

名称変更しております。 

３．四半期連結財務諸表について 

 四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 

 なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。 

資産基準     0.5％ 

売上高基準    1.1％ 

利益基準    △1.1％ 

利益剰余金基準  0.3％ 
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前事業年度末に係る要約貸借
対照表 

（平成20年３月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 454,626 70,607

受取手形及び売掛金 9,520,852 11,001,497

製品 74,794 57,224

半製品 2,374,295 2,171,268

原材料 5,839,219 5,795,984

仕掛品 3,460,018 1,694,967

貯蔵品 106,352 117,740

繰延税金資産 595,224 819,398

その他 1,192,429 1,561,284

貸倒引当金 △20,000 △20,000

流動資産合計 23,597,812 23,269,973

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※  11,742,566 ※  11,562,935

機械及び装置（純額） ※  4,052,622 ※  3,922,533

その他（純額） ※  1,944,483 ※  1,969,350

有形固定資産合計 17,739,671 17,454,818

無形固定資産   

ソフトウエア 127,767 119,252

その他 － 1,523

無形固定資産合計 127,767 120,776

投資その他の資産   

投資有価証券 16,100,408 15,300,426

その他 2,271,447 2,291,464

貸倒引当金 △37,583 △34,596

投資その他の資産合計 18,334,272 17,557,295

固定資産合計 36,201,712 35,132,890

資産合計 59,799,524 58,402,864
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前事業年度末に係る要約貸借
対照表 

（平成20年３月31日） 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,264,393 6,641,416

短期借入金 6,600,000 5,354,000

未払法人税等 31,408 782,826

引当金 378,446 892,900

その他 4,668,287 4,532,393

流動負債合計 18,942,535 18,203,537

固定負債   

繰延税金負債 407,898 103,036

その他 98,642 100,226

固定負債合計 506,540 203,262

負債合計 19,449,075 18,406,800

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,150,000 4,150,000

資本剰余金 8,814,450 8,814,450

利益剰余金 26,594,869 26,648,951

自己株式 △213,399 △199,306

株主資本合計 39,345,920 39,414,095

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,001,535 520,209

繰延ヘッジ損益 2,993 61,758

評価・換算差額等合計 1,004,528 581,968

純資産合計 40,350,448 39,996,063

負債純資産合計 59,799,524 58,402,864
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（２）【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日） 

売上高 5,914,125

売上原価 4,313,015

売上総利益 1,601,109

販売費及び一般管理費 ※  819,674

営業利益 781,435

営業外収益  

受取利息 60,995

受取配当金 115,729

有価証券売却益 2,660

その他 9,868

営業外収益合計 189,254

営業外費用  

支払利息 12,060

休止固定資産維持費用 17,582

その他 1,960

営業外費用合計 31,602

経常利益 939,087

特別損失  

固定資産除却損 150,456

新工場竣工式典費用 46,402

特別損失合計 196,859

税引前四半期純利益 742,227

法人税、住民税及び事業税 58,000

法人税等調整額 250,690

法人税等合計 308,690

四半期純利益 433,536
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 742,227

減価償却費 521,628

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,987

引当金の増減額（△は減少） △514,454

受取利息及び受取配当金 △176,725

支払利息 12,060

為替差損益（△は益） △368

有価証券売却損益（△は益） △2,660

固定資産除却損 150,456

売上債権の増減額（△は増加） 1,480,644

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,017,493

仕入債務の増減額（△は減少） 622,976

その他 726,593

小計 1,547,873

利息及び配当金の受取額 176,725

利息の支払額 △12,060

法人税等の支払額 △764,418

営業活動によるキャッシュ・フロー 948,119

投資活動によるキャッシュ・フロー  

固定資産の取得による支出 △1,173,854

投資有価証券の取得による支出 △8,232

投資有価証券の売却による収入 3,487

短期貸付金の増減額（△は増加） 33,000

その他 △163,157

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,308,756

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,246,000

自己株式の取得による支出 △14,093

配当金の支払額 △487,619

財務活動によるキャッシュ・フロー 744,287

現金及び現金同等物に係る換算差額 368

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 384,019

現金及び現金同等物の期首残高 70,607

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  454,626
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【簡便な会計処理】 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

当第１四半期会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

該当事項はありません。 

  
当第１四半期会計期間 

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

会計処理基準に関する事項の

変更 

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

 通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による

低価法によっておりましたが、当第１四半

期会計期間より「棚卸資産の評価に関する

会計基準」（企業会計基準第９号 平成18

年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として総平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しております。

 なお、この変更による四半期財務諸表へ

の影響はありません。 

  
当第１四半期会計期間 

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

たな卸資産の評価方法  当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出

に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年

度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方

法により算定しております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関して

は、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価の切下げ

を実施しております。 
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【注記事項】 

（四半期貸借対照表関係） 

（四半期損益計算書関係） 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第１四半期会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前事業年度末 
（平成20年３月31日） 

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、10,190,169千円で

あります。 

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、9,685,154千円で

あります。 

当第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

販売手数料  28,141千円 

給料及び手当  178,295 

賞与引当金繰入額  117,276 

退職給付引当金繰入額  24,822 

減価償却費  6,154 

当第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年６月30日現在）

  （千円）

現金及び預金勘定 454,626

現金及び現金同等物 454,626
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（株主資本等関係） 

 当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成

20年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。  

４．配当に関する事項 

 配当金支払額 

５．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。  

（有価証券関係） 

 当第１四半期会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  該当事項はありません。 

（デリバティブ取引関係） 

 当第１四半期会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  該当事項はありません。  

（持分法損益等） 

 当第１四半期累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  該当事項はありません。 

（ストック・オプション等関係） 

当第１四半期会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 該当事項はありません。  

  普通株式  32,732千株 

  普通株式  230千株 

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年５月13日 

取締役会 
普通株式 487,619 15  平成20年３月31日  平成20年６月10日 利益剰余金 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。  

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

（リース取引関係） 

 当第１四半期会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  該当事項はありません。 

２【その他】 

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前事業年度末 
（平成20年３月31日） 

 １株当たり純資産額 1,241.48円  １株当たり純資産額 1,230.35円

当第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

 １株当たり四半期純利益金額 13.34円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
当第１四半期会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前事業年度末 
（平成20年３月31日） 

  純資産の部の合計額（千円） 40,350,448 39,996,063 

 純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － － 

 普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額
（千円） 

40,350,448 39,996,063 

 １株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
末（期末）の普通株式の数（株） 

32,501,807 32,507,951 

  
当第１四半期累計期間 

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

四半期純利益（千円） 433,536 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 433,536 

期中平均株式数（株） 32,506,757 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月14日

株式会社日阪製作所 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 西原 健二  印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 村上 和久  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社日阪製

作所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第80期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日阪製作所の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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